
（地独）北海道立総合研究機構 建築研究本部
北方建築総合研究所 建築研究部 建築システムグループ

糸毛 治

「北総研防火木外壁」の概要
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（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

「北総研防火木外壁」 説明会
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（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

「北総研防火木外壁」とは・・・

内装材：せっこうボード（厚さ12.5㎜以上）

充填断熱材：グラスウール or ロックウール
（厚さ100㎜以上）

構造用面材：各種（厚さ9㎜以上）

付加断熱材①︓グラスウール or ロックウール
（厚さ50㎜以上）

or
付加断熱材②︓ポリスチレンフォーム（厚さ20㎜以上）

or
付加断熱材③︓フェノールフォーム（厚さ20㎜以上）

外装下地材：各種（厚さ9㎜以上）※省略可

外装材：木材（厚さ15㎜以上）

通気層18㎜以上

①グラスウール・ロックウール仕様 ②ポリスチレンフォーム仕様
③フェノールフォーム仕様

・道内で普及する付加断熱外壁に、
木質外装材を合わせた「防火構造」外壁

・北総研が研究開発。研究成果を民間企業に技術移転し、
建築基準法に基づく国土交通大臣の認定を取得
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（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

「北総研防火木外壁の開発」の発端

①北海道 ・道産木材の需要拡大が課題
・高断熱仕様の外壁工法が普及
・木外装には、根強い人気あり

②防火規制 ・建築基準法により使用が制限
・防耐火構造の大臣認定が必要

研究テーマ
・防火構造・準耐火構造の大臣認定を取得できる

木外装 + 高断熱外壁を開発

北総研の防火研究の知見
・高断熱を生かせば、高い防火性を実現できる！

防火性能
53.0分

防火構造
30分 O.K.

・
準耐火構造
45分 O.K.

防火構造外壁（木造軸組工法）の開発

例） フェノールフォーム仕様（PF仕様）

PF フェノールフォーム
GW グラスウール， GB    せっこうボード
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（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

木外装15
通気層15
PF20
構造用合板9
GW16K105

GB12.5

加 熱

柱



防火構造外壁（木造軸組工法）の開発

柱

加 熱 加 熱

柱
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面材なし＋

グラスウール

50㎜

合板9㎜＋

ポリスチレン

フォーム20㎜

合板9㎜＋

フェノール

フォーム20㎜

防
火
性
能
の
保
持
時
間
（
分
）

構造用面材の仕様＋付加断熱材の仕様

防火構造

要求性能

（30分）

①グラスウ ル仕様

Ａ Ｂ Ｃ
Ａ Ｂ Ｃグラスウール

ポリスチレン
フォーム

フェノール
フォーム

内装材：せっこうボード（厚さ12.5㎜以上）

充填断熱材：グラスウール or ロックウール
（厚さ100㎜以上）

構造用面材：各種（厚さ9㎜以上）

付加断熱材①：グラスウールor ロックウール（厚さ50㎜以上）
or

付加断熱材②：ポリスチレンフォーム（厚さ20㎜以上）
or

付加断熱材③：フェノールフォーム（厚さ20㎜以上）

外装下地材：各種（厚さ9㎜以上）※省略可

外装材：木材（厚さ15㎜以上）

通気層18㎜以上

①グラスウール・ロックウール仕様 ②ポリスチレンフォーム仕様 ・ ③フェノールフォーム仕様

加 熱

柱

防火構造外壁（木造軸組工法）
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（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

防火構造外壁（枠組壁工法）・準耐火構造外壁

防火構造から準耐火構造へ、性能を高めるためには・・・
屋外側 防火構造の仕様 ＋ 付加断熱・構造用面材を補強
屋内側 内装材補強 → せっこうボード（12.5㎜+9.5㎜）, 強化せっこうボード（15㎜）

木外装15
通気層18
GW16K50
構造用合板9
GW16K105
GB12.5+9.5
or GB-F15

柱

木外装15
通気層18
GW16K50
構造用合板9
GW16K89
GB12.5+9.5
or GB-F15

木外装15
通気層18
PF20
構造用合板9
GW16K105
GB12.5+9.5
or GB-F15

柱

木外装15
通気層18
PF20
構造用合板9
GW16K89
GB12.5+9.5
or GB-F15

木外装15
下地層9
通気層18
XPS20
構造用合板9
GW16K89
GB12.5+9.5
or GB-F15

木外装15
下地材9
通気層18
XPS20
構造用合板9
GW16K105
GB12.5+9.5
or GB-F15

柱

準耐火構造 （木造軸組工法・ 枠組壁工法）

GW
RW

PF

XPS
EPS

防火構造 （枠組壁工法）

木外装15
通気層18
PF20
構造用合板9
GW16K89
GB12.5

木外装15
通気層18
XPS20
構造用合板9
GW16K89
GB12.5

木外装15
通気層18
GW16K50
構造用合板9
GW16K89

GB12.5
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（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所



7

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

内装材
充填断熱材
構造⽤⾯材
付加断熱材
通気層

外装材

①GW仕様
（RW仕様）

②PS仕様・③PF仕様

①GW仕様
（RW仕様） ②PS仕様

③PF仕様

⽊造軸組⼯法 枠組壁⼯法

下地材(省略可)

高断熱×木外装×防耐火 12種類の外壁を開発

木造軸組工法
・

枠組壁工法
（2×4工法）

フェノールフォーム
・

ポリスチレンフォーム
・

グラス（ロック）ウール

防火構造
・

準耐火構造
× ×

工法 付加断熱材 防火性能

研究成果
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（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

内装材
充填断熱材
構造⽤⾯材
付加断熱材
通気層

外装材
下地材(省略可)

①GW仕様
（RW仕様）

②PS仕様・③PF仕様

①GW仕様
（RW仕様） ②PS仕様

③PF仕様

⽊造軸組⼯法 枠組壁⼯法

木造軸組工法
・

枠組壁工法
（2×4工法）

フェノールフォーム
・

ポリスチレンフォーム
・

グラス（ロック）ウール

防火構造
・

準耐火構造
× ×

工法 付加断熱材 防火性能

木造軸組工法の防火構造（３種類）を認定申請

研究成果の実用化 → 「北総研防火木外壁」



防火構造（木造軸組工法） 大臣認定の取得

フェノールフォーム
（PF仕様）

ポリスチレンフォーム
（PS仕様）

グラスウール
ロックウール

（GW･RW仕様）

認定
取得者

フェノールフォーム協会
（旭化成建材）

押出発泡ポリスチレン工業会
発泡スチロール協会

ロックウール工業会
硝子繊維協会

大臣
認定
承認

4月13日付 承認 9月11日付 承認 10月16日付 承認

通知 5月25日 9月23日 10月22日

認定
番号

PC030BE-3846
(1)～(4)

PC030BE-3884(1),(2)
～PC030BE-3887(1),(2)

PC030BEｰ3890
PC030BEｰ3891

10月30日付
プレスリリース済

北総研防火木外壁
（GW・RW仕様）

6月1日付
プレスリリース済

北総研防火木外壁
（PF仕様）

10月2日付
プレスリリース済

北総研防火木外壁
（PS仕様）
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（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

歓迎の声 → 要望「２×４工法の大臣認定を」

枠組壁工法の大臣認定への高いニーズ

PF・2×4仕様 → 認定申請 → 今年度内取得
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（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

2020年
6月25日付
北海道
住宅通信



北総研防火木外壁のメリット

外装材施工の合理化・費用低減

②不燃下地の施工等の対応が、防火認定により不要に。
従来の木外装外壁 木質外装材

不燃性下地材
通気層
付加断熱材
（発泡プラスチック断熱材など）
構造用面材（合板など）
充填断熱材（グラスウールなど）

内装材

柱

木質外装材
通気層
付加断熱材
構造用面材
充填断熱材

内装材

柱

北総研防火木外壁

③下地不要＋防火認定 → 他の外装材と横並びで選べる

木質外装材
通気層
付加断熱材
構造用面材
充填断熱材

内装材

柱

窯業系サイディング
通気層
付加断熱材
構造用面材
充填断熱材

内装材

柱

北総研防火木外壁従来の外装材

①北海道で普及する一般的な施工法で実現できる
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（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

北総研防火木外壁のメリット

火災保険料の低減

住宅金融支援機構 「省令準耐火構造」の適用

④火災保険料の低減

火災保険料は、
資産価値や
保険の条件によるが、
安くなる。

①GW仕様
（RW仕様）

②XPS仕様
③PF仕様

「防火構造」の外壁（・軒裏） 防火処置

＋

出典：（一社）日本木造住宅産業協会「木造軸組工法による省令準耐火
構造の住宅特記仕様書（木住協仕様）マニュアル」, 2005.4 12

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所



⑤１件あたりの木材使用量が増加

北総研防火木外壁のメリット

道産木材の利用促進

・戸建住宅（軸組造）
約２０㎥ （柱，梁・桁，土台，羽柄材） ※合板(約６㎥)除く

＋ 外装材 約４㎥ 製材使用量 約２０％UP

・ 道産木材の需要拡大，北海道の森林資源循環に貢献
13

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

⑥見えるところに木材が使える

柱・梁＝木材外装材＝木材

使った木材が見えない木材が街の表情となる

・ 店舗建築など街なかの建築が、新たなターゲットになる。
・ 北海道の良質な街並み景観の形成が期待できる。

北総研防火木外壁のメリット

道産木材の利用促進
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（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所



設計事務所・工務店の皆様へのお願い

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

大臣認定の使い方

・大臣認定は、無料でお使いいただけます。

・大臣認定書をご要望の際には、付加断熱材に
応じて、各断熱材メーカーにお問い合わせください。

・今日の資料
「北総研防火木外壁」 防耐火認定書 問合せリスト
をご参照ください。
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（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

設計事務所・工務店の皆様へのお願い

使用上の注意

・大臣認定では、部材ごとに使える建材と留付け材
の種類や寸法の範囲が、すべて決まっています。

・大臣認定書に記された仕様から、１つでも外れると、
建築基準法違反になります。

・大臣認定をお使いいただく場合は、
大臣認定書の記載通りに施工しているか
大臣認定書を必ずご確認ください。
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（地独）北海道立総合研究機構 建築研究本部
北方建築総合研究所 建築研究部 建築システムグループ

糸毛 治

「北総研防火木外壁」の
各構成部材と仕様範囲について
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（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

「北総研防火木外壁」 説明会

①柱・間柱
②構造用面材

③外張断熱材

④防水紙

⑤通気胴縁

⑥充填断熱材

⑦防湿気密シート

⑧内装材

⑨木質外装材

北総研防火木外壁（PF仕様）
人造鉱物繊維断熱材充てん／木板・フェノールフォーム板
・構造用面材表張／せっこうボード裏張／木製軸組造外壁

外壁構成図
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（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所



PF仕様 外壁仕様と大臣認定番号

19

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

外装下地材

なし あり

充填
断熱

なし PC030BE‐3846（1） PC030BE‐3846（2）

あり PC030BE‐3846（3） PC030BE‐3846（4）

仕様書p.1

①柱・間柱
②構造用面材

③外張断熱材

④防水紙

⑤通気胴縁

⑥充填断熱材

⑦防湿気密シート

⑧内装材

⑨木質外装材

北総研防火木外壁（PS仕様）
人造鉱物繊維断熱材充てん／木板・ポリスチレンフォーム板
・構造用面材表張／せっこうボード裏張／木製軸組造外壁

外壁構成図
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（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所
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（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

充填断熱あり (必須)
外装下地材

なし あり

押出法
(XPS)

デュポン・
スタイロ(株)

PC030BE‐3884（1） PC030BE‐3884（2）

(株)カネカ PC030BE‐3885（1） PC030BE‐3885（2）

(株)JSP PC030BE‐3886（1） PC030BE‐3886（2）

ビーズ法(EPS) PC030BE‐3887（1） PC030BE‐3887（2）

PS仕様 外壁仕様と大臣認定番号

仕様書p.1
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（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

PS仕様 外壁仕様と大臣認定番号
押出法（XPS） ビーズ法（EPS）

（株）JSPデュポン
スタイロ(株)

（株）カネカ フォームスチ
レン工業組合

PC030BE‐
3884

PC030BE‐
3885

PC030BE‐
3886

PC030BE‐
3887



①柱・間柱 （単位 ㎜）

455
(500も可)

柱・間柱
・建築用材
（製材, 集成材, LVL材 等）

・樹種 すべてO.K.

柱
・105×105 以上

間柱
・一般部 30×105 以上
・目地部 45×105 以上
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（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

①柱・間柱
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（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

仕様書p.2



②構造用面材 （単位 ㎜）構造用面材
・厚さ 9 以上 ※ボードごとに要確認

・各種（①～④）O.K.
①木質系ボード
・合板, OSB 等

②セメント板
・木毛セメント板 等

③せっこうボード
・普通, 強化せっこうボード 等

④火山性ガラス質複合板

留付け材
・くぎ, ビス L=25 以上

中間部 @300以下
周辺部 @200以下

・又は、壁倍率の仕様 25

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

②構造用面材 仕様書p.2

26

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

壁倍率



②構造用面材 仕様書p.2

27

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

気密テープ （構造用面材）
・構造用面材の目地に

施工する場合

（単位 ㎜）

・アルミ箔付 O.K.

・テープ幅 100以下

仕様書p.3

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

28



③外張断熱材
PF仕様

（単位 ㎜）

フェノールフォーム

・ネオマフォーム
※ネオマゼウスは対象外

・厚さ 1枚張 20～95
2枚張 40～95

・面材
ポリエステル不織布

仮留め材
・くぎ, ビス L=38 以上
・粘着テープ 29

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

③外張断熱材 PF仕様

30

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

仕様書p.3



③外張断熱材
PS仕様

（単位 ㎜）

押出法ポリスチレンフォーム
ビーズ法ポリスチレンフォーム

・密度 20～36 ｋｇ/㎥

・厚さ 1枚張 20～100
2枚張 40～100

・面材 アルミ箔付 O.K.

仮留め材
・くぎ, ビス L=38 以上
・粘着テープ 31

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

32

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

③外張断熱材
PS仕様

仕様書p.3



気密材 （外張断熱材） （単位 ㎜）

・外張断熱材の目地に
施工する場合

・アルミ箔付 O.K.
・テープ幅

100以下

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

33
仕様書p.4

④防水紙 （単位 ㎜）

透湿防水シート
・アルミ蒸着 O.K.
・継ぎ目の重なり幅

100 以上

仮留め材
・ステープル L=10 以上
・粘着テープ

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

34

仕様書p.4



胴縁
・建築用材 （製材）
・樹種 すべてO.K.
・一般部 15×45 以上
・目地部 15×90 以上

(15×45以上×2本も可）

・縦張り又は横張り
・間隔 455 以下

(500以下も可）

⑤通気胴縁
（通気層）

（単位 ㎜）

留付け材
・外張断熱材用ビス

L=75以上
胴縁方向 @500以下
（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

35

仕様書p.4

⑤
通気
胴縁

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

36仕様書p.5仕様書p.5

柱

胴縁

間柱

胴縁

外装下地胴縁

※ 外装材を縦張りにする場合



⑥充填断熱材
PF仕様

（単位 ㎜）充填断熱材
・厚さ 100 以上
・各種（①～④）O.K.

①グラスウール 10Ｋ品以上
②ロックウール 30Ｋ品以上
③吹込みグラスウール

20K品以上
④吹込みロックウール

60K品以上

・「充填断熱なし」もO.K.

留付け材
（袋入品、吹込み用ネット施工時）

・ステープル L=10 以上

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

37

⑥充填断熱材
PF仕様

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

38

仕様書p.4

仕様書p.4※ 吹込み用断熱材の施工用ネット



⑥充填断熱材
PS仕様

（単位 ㎜）

充填断熱材
・厚さ 100 以上
・各種（①～③）O.K.

①グラスウール 10Ｋ品以上
②ロックウール 30Ｋ品以上
③吹込みロックウール

60K品以上

吹込みグラスウール N.G.

留付け材
（袋入品、吹込み用ネット施工時）

・ステープル L=10 以上

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

39

⑥充填断熱材
PS仕様

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

40

仕様書p.4

仕様書p.4※ 吹込み用断熱材の施工用ネット

× なし
× 吹込みグラスウール



⑦防湿気密
シート

（単位 ㎜）

防湿気密シート
・継ぎ目の重なり幅

100 以上

留付け材
・ステープル L=10 以上
・粘着テープ

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

41

仕様書p.5

⑧内装材 せっこうボード
強化せっこうボード
・厚さ 12.5 以上

・目地処理 (なしも可)

パテ （＋ ガラスクロステープ）

・横目地部
下地材（18×45以上）設置可

留付け材
・くぎ, ビス L=25 以上

中間部 @300以下
周辺部 @200以下

・又は、壁倍率の仕様

（単位 ㎜）

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

42



（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

43

⑧内装材

仕様書p.5

柱 間柱

内装下地材

壁倍率

※ 横目地に下地を設ける場合

外装下張材

省略O.K.

（単位 ㎜）

外装下張材
・厚さ 9 以上 ※ボードごとに要確認

・各種（①～③）O.K.

①せっこうボード
・シージングせっこうボード 等

②セメント板
・木毛セメント板 等

③火山性ガラス質複合板

留付け材
・くぎ, ビス L=25 以上

中間部 @300以下
周辺部 @200以下

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

44



外装下張材

仕様書p.6

45

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

省略O.K.

⑨木質外装材
木質外装材
・建築用材 （製材）
・樹種 すべてO.K.
・幅 100～240
・厚さ 15～30
・目地 なし又はあり
・塗装 520g/㎡以下
・縦張り又は横張り

（単位 ㎜）

留付け材
・くぎ, ビス L=38 以上

長さ方向 @500以下
幅150以下 2本留め
幅150超 3本留め
（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

46



目透し

目透し 裏溝

裏溝

⑨木質外装材

①
突付

②
本実

③
相じゃくり

④
突付
+目板

⑤
大和張り
外装材+目板

⑥
大和張り

外装材+外装材

⑦
よろい張り

・張り方 各種（①～⑦）O.K.
・木材の重なり幅 15以上

（単位 ㎜）

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

47

⑨木質外装材

48

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

仕様書p.6



⑨木質外装材

49

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

仕様書p.7

⑨木質外装材

50

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

仕様書p.7

突付
+目板

大和張り
外装材+目板

目板



北総研防火木外壁（PF仕様・PS仕様）

51

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

PS仕様PF仕様

①柱・間柱
②構造用面材

③外張断熱材

④防水紙

⑤通気胴縁

⑥充填断熱材

⑦防湿気密シート

⑧内装材

⑨木質外装材

北総研防火木外壁（GW・RW仕様）
人造鉱物繊維断熱材充てん／木板・人造鉱物繊維断熱材・
構造用面材表張／せっこうボード裏張／木製軸組造外壁

外壁構成図

52

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所



53

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

充填断熱材
あり (必須)

外装下地材

なし あり

ロックウール工業会
PC030BE‐
3890

硝子繊維協会
PC030BE‐
3891

GW・RW仕様 外壁仕様と大臣認定番号

仕様書p.9

①柱・間柱 （単位 ㎜）

455
(500も可)

柱・間柱
・建築用材
（製材, 集成材, LVL材 等）

・樹種 すべてO.K.

柱
・105×105 以上

間柱
・一般部 30×105 以上
・目地部 45×105 以上

54

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所



①柱・間柱

55

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

仕様書p.10

②構造用面材 （単位 ㎜）構造用面材
・厚さ 9 以上 ※ボードごとに要確認

・各種（①～④）O.K.

①木質系ボード
・合板, OSB 等

②セメント板
・木毛セメント板 等

③せっこうボード
・普通, 強化せっこうボード 等

④火山性ガラス質複合板

留付け材
・くぎ, ビス L=25 以上

@300以下
・又は、壁倍率の仕様

56

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所



②構造用面材 仕様書p.10

57

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

壁倍率

②構造用面材 仕様書p.10

58

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所



③外張
断熱材

59

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

A.横張り

B.縦張り

C.縦千鳥

D.井形張り

仕様書p.9

③外張断熱材
A.横張り

下地材
・建築用材（製材, 集成材等）
・30㎜×45㎜以上
・間隔1,000㎜以下

留付け材 ※屋外側より留付

・くぎ, ビス L=65 以上
幅方向 @1,000以下
材長方向 @500以下

付加断熱材
・厚さ 45㎜～300㎜
①グラスウール 10Ｋ品以上
②ロックウール 30Ｋ品以上
③吹込みロックウール

60K品以上 60

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所



③外張断熱材
B.縦張り

下地材
・建築用材（製材, 集成材等）
・30㎜×45㎜以上
・間隔1,000㎜以下

留付け材 ※屋外側より留付

・くぎ, ビス L=65 以上
幅方向 @1,000以下
材長方向 @500以下

付加断熱材
・厚さ 45㎜～300㎜
①グラスウール 10Ｋ品以上
②ロックウール 30Ｋ品以上
③吹込みロックウール

60K品以上 61

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

③外張断熱材
C.縦千鳥

下地材
・建築用材（製材, 集成材等）
・30㎜×45㎜以上
・間隔1,000㎜以下

留付け材 ※室内側より留付

・くぎ, ビス L=45 以上
幅方向 @1,000以下
材長方向 @500以下

付加断熱材
・厚さ 45㎜～300㎜
①グラスウール 10Ｋ品以上
②ロックウール 30Ｋ品以上
③吹込みロックウール

60K品以上 62

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所



外張断熱層下地材 【躯体側・1層目】 仕様書p.11

63

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

座掘り

柱

構造用面材

外張断熱層
下地材

③外張断熱材
GW・RW仕様 仕様書p.11

64

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

仕様書p.10※ 吹込み用断熱材の施工用ネット

× なし
× 吹込みグラスウール



外張断熱層幅止め材 仕様書p.12

65

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

柱 構造用面材

外張断熱層

間柱

幅止め材（15㎜×45㎜以上）

（例１） 外張断熱層 ・ 縦張り

外張断熱層

柱 構造用面材 間柱

幅止め材（15㎜×45㎜以上）
（例２） 外張断熱層・ 横張り

③外張断熱材
D.井形張り

付加断熱材
・厚さ 45㎜～300㎜

＋45㎜～150㎜ 総厚300㎜
①グラスウール 10Ｋ品以上
②ロックウール 30Ｋ品以上
③吹込みロックウール

60K品以上

下地材
・重ね方は、どれでもO.K.

・A.横張り ＋ B.縦張り
・A.横張り ＋ C.縦千鳥
・B.縦張り ＋ A.横張り
・C.縦千鳥 ＋ A.横張り

※詳細は、A横張り，B.縦張り，
C.縦千鳥それぞれに従う。

66

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所



外張断熱層下地材 【外装側・2層目】 仕様書p.11

67

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

④防水紙 （単位 ㎜）

透湿防水シート
・アルミ蒸着 O.K.
・継ぎ目の重なり幅

100 以上

仮留め材
・ステープル L=10 以上
・粘着テープ

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

68

仕様書p.12



胴縁
・建築用材 （製材）
・樹種 すべてO.K.
・一般部 15×45 以上
・目地部 15×90 以上

(15×45以上×2本も可）

・縦張り又は横張り
・間隔 910以下

(1,000以下も可）

⑤通気胴縁
（通気層）

（単位 ㎜）

留付け材 ※室内側より留付

・くぎ, ビス L=38 以上
幅方向 @1,000以下
材長方向 @500以下

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

69

仕様書p.12

⑤
通気
胴縁

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

70仕様書p.14仕様書p.14

柱

胴縁

間柱

胴縁

外装下地胴縁

※ 外装材を縦張りにする場合



⑥充填断熱材 （単位 ㎜）充填断熱材
・厚さ 100 以上
・各種（①～③）O.K.

①グラスウール 10Ｋ品以上
②ロックウール 30Ｋ品以上
③吹込みロックウール

60K品以上

吹込みグラスウール N.G.
充填断熱材 なし N.G.

留付け材
（袋入品、吹込み用ネット施工時）

・ステープル L=10 以上

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所
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⑥充填断熱材
GW・RW仕様

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所
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仕様書p.13

仕様書p.13※ 吹込み用断熱材の施工用ネット

× なし
× 吹込みグラスウール



⑦防湿気密
シート

（単位 ㎜）

防湿気密シート

・継ぎ目の重なり幅
100 以上

留付け材
・ステープル L=10 以上
・粘着テープ

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

7373

仕様書p.13

⑧内装材 せっこうボード
・厚さ 9.5 以上
強化せっこうボード
・厚さ12.5 以上
・目地処理 (なしも可)

パテ （＋ ガラスクロステープ）

・横目地部
下地材（18×45以上）設置可

留付け材
・くぎ, ビス L=25 以上

@300以下
・又は、壁倍率の仕様

（単位 ㎜）

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所
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（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所
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⑧内装材
仕様書p.13

柱 間柱

内装下地材

壁倍率

※ 横目地に下地を設ける場合

⑨木質外装材 木質外装材
・建築用材 （製材）
・樹種 すべてO.K.
・幅 100～240
・厚さ 15～30
・目地 なし又はあり
・塗装 520g/㎡以下
・縦張り又は横張り

（単位 ㎜）

留付け材
・くぎ, ビス L=38 以上

長さ方向 @500以下
幅150以下 2本留め
幅150超 3本留め
（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所
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目透し

目透し 裏溝

裏溝

⑨木質外装材

①
突付

②
本実

③
相じゃくり

④
突付
+目板

⑤
大和張り
外装材+目板

⑥
大和張り

外装材+外装材

⑦
よろい張り

・張り方 各種（①～⑦）O.K.
・木材の重なり幅 15以上

（単位 ㎜）

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所
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⑨木質外装材
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（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

仕様書p.14



⑨木質外装材
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（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

仕様書p.14, p.15

⑨木質外装材
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（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

仕様書p.15

突付
+目板

大和張り
外装材+目板

目板



北総研防火木外壁（GW・RW仕様）
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（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

GW・RW仕様

（地独）北海道⽴総合研究機構 建築研究本部 北⽅建築総合研究所

・現在、大臣認定の使用件数を調査しております。
・実物件にお使いいただく際には、各断熱材メーカー

の窓口の方に、ご一報をお願いします。

何卒、ご協力お願い致します。

ご協力のお願い

82

使用上の注意

・大臣認定をお使いいただく場合は、
大臣認定書の記載通りに施工しているか
大臣認定書を必ずご確認ください。

さいごに


